
2015年９月25日 第279号月刊「地方自治みえ」( 1 )

サミット・地方創生・
三重国体と
激動の予感がする

三重県議会議長　中 村  進 一

日常活動では、自作の紙芝居を上演し、地元の小学校で戦争の
悲惨さと平和の尊さを伝える。

　

平
成
27
年
５
月
13
日
、
第
１
０
６
代
三

重
県
議
会
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

議
長
就
任
ま
で
の
経
過
と
、
そ
の
後
の

三
重
県
議
会
の
流
れ
と
当
面
の
課
題
に
つ

い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

三
重
県
議
会
で
は
、
５
人
以
上
の
推
薦

者
を
得
て
、
議
長
、
副
議
長
と
も
立
候
補

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
投
票
の
前
日
の
正

午
に
立
候
補
届
は
締
め
切
ら
れ
、
午
後
か

ら
全
議
員
の
前
で
所
信
表
明
会
を
行
い
、

議
長
、
副
議
長
立
候
補
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
公
約
を
述
べ
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
議
員
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

５
月
12
日
の
所
信
表
明
会
で
は
、
少
数

会
派
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
う
か
、
政
務
活

動
費
の
改
革
は
ど
う
す
る
の
か
等
、
メ

デ
ィ
ア
に
負
け
な
い
鋭
い
質
問
を
い
っ
ぱ

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
日
の

本
会
議
場
で
、
議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
私
が
所
信
表
明
で
ど
ん
な
事

を
訴
え
た
の
か
？

　

所
信
表
明
会
に
お
け
る
私
の
原
稿
の
一

部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
遷
宮
後
の
三
重
県
そ
し
て
戦
後

70
年
を
迎
え
て

　

今
、
三
重
県
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

は
、
20
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
を
終
え
、

新
た
な
20
年
を
ど
の
よ
う
に
「
お
ら
が
国

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
」
に
あ
り
ま

す
。

　

当
面
、
来
年
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
サ

ミ
ッ
ト
）
の
三
重
県
開
催
を
目
指
す
こ
と

も
三
重
県
を
世
界
に
売
り
出
す
絶
好
の
機

会
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
30
年

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催
、
平
成
33
年
の
三

重
国
体
の
開
催
と
大
き
な
山
場
に
向
け
、

財
源
の
チ
ェ
ッ
ク
、
人
材
の
育
成
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
人
口
減
少
社
会

へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
県
民
の
皆
様
の
協
力
、

意
識
を
高
め
、
そ
の
こ
と
を
、
行
政
当
局

と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
戦
後
70
年
を
迎
え
る

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
戦
後

の
歩
み
を
見
極
め
、
二
度
と
日
本
が
戦
禍

に
ま
み
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
若
い
人
た

ち
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
県
当
局

も
、
様
々
な
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
が
、
県
議
会
と
し
て
も
県

民
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
．「
議
会
改
革
」
次
の
一
歩
を

　

次
に
、
議
会
改
革
で
あ
り
ま
す
。
三
重

県
の
議
会
改
革
は
、
諸
先
輩
の
皆
様
が
二

元
代
表
制
の
確
立
を
目
指
し
、
議
会
改
革

推
進
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
10
年
を
超
え

る
活
動
を
経
て
、
平
成
18
年
12
月
に
本
会

議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
都
道
府
県
議

会
で
は
日
本
初
の
議
会
基
本
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
三
重
県
議
会
は
、

積
極
的
な
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定
、

本
会
議
場
に
お
け
る
対
面
演
壇
の
導
入
、

知
事
の
４
年
任
期
制
に
対
し
、
議
会
側
の

議
長
任
期
２
年
制
の
導
入
（
申
し
合
わ

せ
）
な
ど
で
、
議
会
改
革
日
本
一
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
の
都
道
府
県
議
会
で
も

議
会
改
革
が
進
み
、
先
頭
を
行
く
三
重
県

議
会
は
次
の
一
歩
が
な
か
な
か
進
み
づ
ら

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル

誌
に
よ
る
と
、
昨
年
度
の
都
道
府
県
議
会

改
革
度
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
三
重
県
議

会
は
第
１
位
か
ら
第
２
位
に
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
、
そ
の
差
は
僅
差
で
あ
り
、
私
は

引
き
続
き
三
重
県
が
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
議
会
改
革
先
進
県
だ
と
思
っ
て
い
ま

所
信
表
明
で

　

  

う
っ
た
え
た
こ
と

（一財）
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す
。
私
は
、
県
民
か
ら
み
て
三
重
県
議
会

は
ど
う
な
の
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
き
ち

ん
と
議
員
全
体
が
県
民
に
明
ら
か
に
で
き

る
改
革
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
の
議
会
改
革
の
ス
ピ
ー
ド

も
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民

に
近
い
分
だ
け
、
行
政
や
、
議
員
に
対
す

る
監
視
、
チ
ェ
ッ
ク
が
厳
し
く
な
さ
れ
て

お
り
、
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
三
重
県
議
会
の
改
革
に
当
た
っ

て
は
、
よ
り
県
民
と
の
接
点
を
大
切
に
し

て
い
く
。
市
町
の
議
会
と
の
連
携
を
深
め

る
。
県
議
会
と
し
て
、
４
年
間
を
見
据
え

た
政
策
づ
く
り
・
政
策
提
言
に
向
け
、
議

会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い

て
、
県
の
政
策
チ
ェ
ッ
ク
を
、
積
極
的
に

展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

限
ら
れ
た
議
長
権
限
の
範
囲
で
す
が
、

具
体
的
に
は
、
６
人
に
な
っ
た
女
性
議
員

と
相
談
し
、
さ
ら
な
る
女
性
参
加
の
議
会

の
在
り
方
、
２
年
を
か
け
て
の
県
議
会
が

地
域
へ
入
っ
て
、
県
民
と
の
対
話
を
行

う
、
そ
ん
な
活
動
も
、
議
員
の
皆
様
に
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
議
長
公
約
を
し
た
訳

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
実
行
し
て
い

く
か
が
課
題
で
す
。

　

三
重
県
議
会
で
は
、
三
重
県
議
会
の
動

き
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
こ

う
と
、
毎
月
上
旬
に
定
例
記
者
会
見
を
行

い
、
県
議
会
の
当
面
の
課
題
等
に
つ
い
て

発
表
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
執
行
機
関
の
知
事
会
見
と
は

異
な
り
、
発
表
事
項
が
目
立
つ
記
事
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
執

行
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
が
主
と
な
る
こ
と
が

多
く
、
議
会
自
ら
が
事
業
を
執
行
す
る

ケ
ー
ス
は
少
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
現
在
議
会
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
、
議
長
公
約
と
し
て
挙

げ
た
事
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。

１
．
女
性
議
員
と
の
意
見
交
換
会

女
性
議
員
な
ら
で
は
の
政
策
提
言
が
必
要

　

先
ほ
ど
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
三
重
県

議
会
は
、
女
性
議
員
が
６
名
に
な
り
ま
し

た
。
私
が
初
当
選
し
た
20
年
前
は
な
ん
と

28
年
ぶ
り
に
女
性
議
員
福
山
瞳
さ
ん
が
一

人
当
選
し
ま
し
た
。
彼
女
が
、
孤
軍
奮
闘

で
次
か
ら
次
へ
と
女
性
目
線
に
立
っ
て
、

当
時
の
北
川
正
恭
知
事
に
提
言
し
、
私
も

何
度
か
関
連
質
問
を
し
た
こ
と
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
今
期
は

前
期
の
３
名
か
ら
一
気
に
６
名
に
倍
増
し

ま
し
た
。

　

私
は
、
今
こ
そ
女
性
の
声
を
生
か
す

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と
、
早
速
意
見
交

換
を
申
し
入
れ
、
６
月
26
日
に
議
長
応
接

室
で
メ
デ
ィ
ア
を
入
れ
て
の
議
長
、
副
議

長
と
女
性
議
員
と
の
意
見
交
換
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
私
か
ら
、「
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
、
法
律
も
整
備
さ
れ

条
例
も
施
行
さ
れ
た
が
定
着
状
況
と
活
動

の
現
状
は
ど
う
か
。」
と
、
質
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
議
員
か
ら
は
、「
今
回
女
性
議
員

は
、
６
人
に
な
り
12
％
に
な
っ
た
。
鈴
鹿

市
長
も
東
海
唯
一
の
女
性
首
長
誕
生
と
な

り
、
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
県
内
各
市
議

会
に
呼
び
か
け
て
『
女
性
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
を
15
回
開
催
し
て
い
る
。
女
性
と
防

災
、
高
齢
者
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
議
論

し
た
。県
議
会
広
聴
広
報
会
議
主
催
の『
み

え
現
場
ｄ
ｅ
県
議
会
』
も
女
性
議
員
が
企

画
し
、
こ
れ
ま
で
２
回
開
催
し
、
防
災
、

高
齢
者
、
子
育
て
、
農
業
女
性
の
問
題
に

つ
い
て
議
論
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
女
性
の

声
を
反
映
し
て
い
く
継
続
し
た
活
動
が
必

要
。」
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、女
性
議
員
と
し
て
の
思
い
は「
子

育
て
し
な
が
ら
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。」「
希
望

を
持
っ
て
夢
を
か
な
え
る
子
ど
も
を
育
て

ら
れ
る
状
況
を
つ
く
り
た
い
。」「
女
性
は

ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
く
の
場
で
活
躍
し
て

い
る
。
女
性
が
元
気
や
っ
た
ら
、
そ
の
町

も
元
気
で
す
。」「
男
女
共
同
参
画
な
ど
の

言
葉
は
今
だ
か
ら
こ
そ
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
置
き
去
り
に
さ
れ
た
政
策

も
あ
り
そ
こ
に
光
を
あ
て
る
べ
き
。」等
々

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、介
護
、子
育
て
、貧
困
、防
災
、

労
働
な
ど
中
身
の
濃
い
議
論
に
な
り
、
女

性
議
員
な
ら
で
は
の
政
策
提
言
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

天
の
半
分
は
女
性
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
も
っ
と
も
っ
と
女
性
の
声
を
反
映

さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
次
は
、
６
人

の
女
性
県
議
、
広
聴
広
報
を
担
当
し
て
い

る
副
議
長
と
も
相
談
し
、
広
く
県
民
の
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
へ
と
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
対
応

三
重
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る

絶
好
の
機
会

　
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」（
主
要
国
首
脳

会
議
）
が
平
成
28
年
５
月
26
日
27
日
に
三

重
県
志
摩
市
で
開
催
さ
れ
る
事
が
決
定
し

議長応接室に６人の女性議員が勢ぞろい

次から次へと女性議員ならではの提言、意見が飛び出す。

議
長
公
約
の

　
　

  

実
現
に
む
け
て
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ま
し
た
。

　

県
は
、「
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
決
定
は
、

サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
最
高
峰
の
国
際
会
議
の

開
催
は
、
国
際
観
光
地
と
し
て
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
の
人
々
に

対
す
る
本
県
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
絶

好
の
機
会
で
あ
り
、
地
域
の
総
合
力
向
上

に
も
つ
な
が
る
。」
と
し
て
、
６
月
８
日
、

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
向
け
雇
用
経
済
部
内

に
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
推
進
局
」
を
設

置
。
開
催
準
備
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
随
時
人
員
を
整
え
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ル
県
庁
で
横
断
的

な
体
制
を
整
え
、
円
滑
な
実
施
を
図
る
た

め
、
６
月
26
日
に
、
知
事
を
本
部
長
と
す

る
全
部
局
長
で
構
成
す
る
「
三
重
県
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
推
進
本
部
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ル
三
重
県
で
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
三
重
県
全
体
の
受
け
入

れ
態
勢
の
確
立
と
、
関
連
事
業
を
推
進
す

る
た
め
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
三
重
県
民

会
議
」
を
６
月
26
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

県
内
29
市
町
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

連
絡
調
整
、
情
報
共
有
を
行
う
た
め
に
、

「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
市
町
連
絡
調
整
会

議
」
を
、
地
元
４
市
町
に
つ
い
て
は
「
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
地
域
連
絡
調
整
会
議
」

を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
国
関
係
機
関
連
絡
会

議
」
を
開
催
し
、
情
報
共
有
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
針
と
し
て
、「
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
三
重
県
民
会
議
事
業
実
施
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、
市
町
や
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、「
開
催
支
援
」
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
サ
ミ
ッ
ト
を
一
過
性
に
終
わ
ら

せ
る
こ
と
な
く
地
域
の
総
合
力
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、「
お
も
て
な
し
」「
明
日
へ

つ
な
ぐ
」「
三
重
の
発
信
」を
柱
に
、サ
ミ
ッ

ト
開
催
に
向
け
た
全
県
的
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
議
会
は
、
平
成
27
年
３
月
17

日
、
本
会
議
に
お
い
て
「
２
０
１
６
年
主

要
国
首
脳
会
議
の
三
重
県
開
催
を
求
め
る

決
議
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
議
内
容
の
概
要
は
、「
主
要
国
首
脳

会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
は
、
世
界
の
主
要
国

首
脳
が
毎
年
、
国
際
的
な
政
治
、
経
済
問

題
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
重
要
な
会
議
で

あ
り
、
現
在
で
は
地
球
環
境
問
題
や
平
和

問
題
な
ど
国
際
社
会
が
直
面
す
る
多
種
多

様
な
テ
ー
マ
を
話
し
合
う
場
と
し
て
、
そ

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

伊
勢
志
摩
地
域
は
、
戦
後
初
の
国
立
公
園

と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
指
定
70
周
年
を

迎
え
る
『
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
』
を
有
す

る
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
り
、
日
本
人
の

心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
『
伊
勢
神
宮
』
な

ど
日
本
を
代
表
す
る
観
光
資
源
と
歴
史
・

伝
統
文
化
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
サ
ミ
ッ
ト

が
実
現
す
れ
ば
、
本
県
が
有
す
る
最
先
端

の
も
の
づ
く
り
の
技
術
集
積
や
海
女
、
忍

者
、食
の
宝
庫
な
ど
『
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
』

の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
と
も
な
り
、
多
大
な
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
県
に
と
っ
て

大
き
な
意
義
を
有
す
る
。」
と
し
ま
し
た
。

　
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
が
決
定
し
た

後
も
、
三
重
県
議
会
と
し
て
議
長
が
県
民

会
議
の
副
会
長
に
就
任
し
、
さ
ら
に
は
大

多
数
の
議
員
が
顧
問
と
し
て
就
任
し
全
面

協
力
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
応

援
議
員
団
と
し
て
も
47
名
の
議
員
で
議
長

が
会
長
、
副
議
長
が
事
務
局
長
と
な
っ
て

「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
三
重
県
議
会
議
員

協
議
会
」
を
構
成
し
、
支
援
し
て
い
く
こ

と
を
代
表
者
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
常
任
委
員
会
の
中
で
、
交

通
規
制
な
ど
住
民
へ
の
影
響
、
経
済
面
と

集
客
面
か
ら
の
観
光
産
業
へ
の
影
響
、
安

全
対
策
、
財
政
面
な
ど
、
県
民
目
線
で
の

調
査
活
動
が
議
員
の
重
要
な
役
割
と
な
っ

て
き
ま
す
。

３
．
地
方
創
生
と
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク

人
口
減
少
問
題
「
待
っ
た
な
し
」

　

さ
て
、
平
成
26
年
５
月
に
「
日
本
創

成
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
」

が
発
表
し
た
い
わ
ゆ
る
増
田
レ
ポ
ー
ト

で
、
２
０
４
０
年
に
、
若
年
女
性
人
口
が
、

50
％
以
上
減
少
し
、
将
来
的
に
消
滅
す
る

恐
れ
の
あ
る
自
治
体
が
全
国
で
８
９
６
市

町
村
、
三
重
県
内
も
14
の
市
町
が
該
当
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
平
成
26
年
11

月
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

を
制
定
、
12
月
に
は
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
し
、
三
重
県
も
、「
三

重
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
策
定
推
進
本
部
」
を
設
置
、さ
ら
に
は
、

産
官
学
金
労
言
の
代
表
で
構
成
す
る
「
三

重
県
地
方
創
生
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
６
月
に
中
間
案
が
公
表
さ
れ
、
９
月

15
日
に
は
「
三
重
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
（
仮
称
）」
最
終
案
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
議
会
と
し
て
も
、
人
口
減
少
対
策
の

う
ち
、
持
続
可
能
な
し
ご
と
の
創
出
、
地

域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
移
住
の
促
進
の
３
点
に
つ
い
て
重
点

的
に
調
査
を
行
う
「
人
口
減
少
対
策
調
査

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
地
方
創
生
に
関
す
る
政
策

を
広
く
県
民
の
視
点
に
立
っ
た
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
二
元
代
表
制
の
下
、
県
議

会
の
役
割
が
重
要
と
認
識
し
、
平
成
20
年

の
「
財
政
問
題
に
関
す
る
政
策
討
論
会

議
」
以
来
７
年
ぶ
り
に
、
三
重
県
議
会
基

本
条
例
第
14
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く

「
地
方
創
生
に
関
す
る
政
策
討
論
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

政
策
討
論
会
議
で
は
、
有
識
者
と
し

て
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
市
の
職
員
、

地
元
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
町
長
の
意
見
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
７
回
の
議
論

伊
勢
志
摩
の
誇
る
リ
ア
ス
式
海
岸
。
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
の
入
り
組
ん
だ
湾
に
真
珠
筏
が
浮
か
ぶ
サ
ミ
ッ

ト
会
場
の
賢
島
。

「
一
般
財
団
法
人
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
協
会
　
提
供
」
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を
経
て
９
月
１
日
に
「
地
方
創
生
に
関
す

る
知
事
へ
の
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
９
月
４
日
に
は
、
知
事
に
対
し
、
特

別
委
員
会
の
提
言
と
併
せ
、
提
言
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

政
策
討
論
会
議
の
提
言
は
、「
基
本
的

な
在
り
方
」、「
自
然
減
対
策
」、「
社
会
減

対
策
」、「
地
方
創
生
を
支
え
る
取
組
」、「
国

へ
の
要
望
」
の
５
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

知
事
に
対
し
て
は
、「
こ
れ
ま
で
、
少

子
化
対
策
や
産
業
振
興
な
ど
の
地
域
づ
く

り
政
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
人
口
減

少
や
地
域
の
衰
退
に
歯
止
め
は
か
か
っ
て

お
ら
ず
、
人
口
減
少
問
題
等
は
『
待
っ
た

な
し
』
の
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
地
域
特
性
を
十

分
生
か
し
、
新
し
い
視
点
に
基
づ
き
、
や

る
べ
き
こ
と
は
全
て
や
る
と
い
う
強
い
決

意
の
下
で
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
議
会
の
総
意
と
し
て
重
く

受
け
止
め
ら
れ
、『
三
重
県
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
（
仮
称
）』
及
び
『
三
重
県
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
仮
称
）』
の
最

終
案
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

伝
え
ま
し
た
。

　

提
言
さ
れ
た
内
容
の
今
後
に
つ
い
て

は
、「
戦
略
企
画
雇
用
経
済
常
任
委
員
会
」

や
「
人
口
減
少
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」

さ
ら
に
は
、
各
議
員
の
本
会
議
で
の
質
問

等
で
「
議
会
の
声
が
反
映
さ
れ
る
の
か
」

引
き
続
き
調
査
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
き

ま
す
。

４
．
議
員
任
期
４
年
間
を
見
据
え
た

取
り
組
み
必
要

　

こ
れ
か
ら
の
三
重
県
は
、
平
成
28
年
の

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、
平
成
30
年
の
全
国

高
校
総
体
、
そ
し
て
平
成
32
年
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
に
三

重
国
体
と
、
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま

す
。
財
政
的
に
も
大
変
で
す
が
、
県
民
の

理
解
と
結
集
力
が
な
い
と
成
功
は
あ
り
え

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
「
み
え

県
民
力
ビ
ジ
ョ
ン
・
次
期
行
動
計
画
」（
中

間
案
）
及
び
「
次
期
の
行
財
政
改
革
」（
素

案
）
に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会
や
委
員
長

会
議
で
の
調
査
、
知
事
へ
の
申
し
入
れ

と
、
県
議
会
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
三
重
県
議

会
の
力
量
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、「
議
会
改
革
推
進
会

議
」
で
提
案
さ
れ
た
議
員
任
期
４
年
間
を

見
据
え
た
議
会
活
動
を
行
う
た
め
の
「
議

会
活
動
計
画
の
策
定
」
や
、「
議
会
活
動

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
し
っ
か
り
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

地方創生に関する知事への提言を行う。

　

三
重
県
議
会
の
中
村
進
一
議
長
か
ら

「
サ
ミ
ッ
ト
・
地
方
創
生
・
三
重
国
体
」

と
３
点
セ
ッ
ト
の
三
重
県
政
の
紹
介
を
い

た
だ
い
た
が
、
議
会
改
革
の
進
捗
度
で
は

全
国
都
道
府
県
議
会
ト
ッ
プ
と
言
わ
れ
た

三
重
県
議
会
も
最
近
で
は
色
あ
せ
て
い
る

よ
う
で
、
次
の
一
歩
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
３
点
セ
ッ
ト
の
中
で
も
、
県
議
会

に
と
っ
て
は
「
地
方
創
生
」
が
最
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
中
村
議
長
の
巻
頭
論
文
で

も
「
地
方
創
生
と
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
」
欄

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
自

治
体
議
会
の
正
念
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
受
け
て
、
県
議
会
で
は
、「
地
方

創
生
に
関
す
る
政
策
討
論
会
」
を
設
置

し
、
外
部
有
識
者
等
の
意
見
を
聴
い
た
上

で
十
分
な
議
論
を
重
ね
、９
月
４
日
に「
地

方
創
生
に
関
す
る
知
事
へ
の
提
言
」
書
を

知
事
に
手
渡
し
た
と
あ
る
。

　

提
言
さ
れ
た
内
容
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
、
さ
ら

に
は
、
各
議
員
の
本
会
議
で
の
質
問
等

で
「
議
会
の
声
が
反
映
さ
れ
る
の
か
」
引

き
続
き
調
査
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
き
ま

す
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
中
村
議
長
の
『「
議
会
の
声
が
反

映
さ
れ
る
の
か
」引
き
続
き
調
査
、チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
い
き
ま
す
』
で
あ
る
が
、
ど
こ

ま
で
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
な
の
か
？
知
事
は

議
会
の
考
え
方
を
反
映
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
？

　

筆
者
は
、
議
会
が
議
会
の
総
合
戦
略
の

考
え
方
を
知
事
に
示
し
た
こ
と
は
評
価
で

き
る
が
、
本
当
に
知
事
執
行
部
は
議
会
の

声
、
ひ
い
て
は
住
民
の
声
を
反
映
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
？
些
か
心
配
で
は
あ
る
。

　

地
方
創
生
に
関
す
る
政
策
を
広
く
県
民

の
視
点
に
立
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
二
元
代
表
制
の
下
、
県
議
会
の
役
割

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、「
地
方
創
生
は
、
地
方
議
員
の
力
量

に
か
か
っ
て
い
る
」
（
注
①
）

と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
、
兵
庫
県
が
今

年
の
３
月
に
「
兵
庫
県
地
域
創
生
条
例
」

を
制
定
し
、
そ
の
第
７
条
で
「
知
事
は
、

兵
庫
県
地
域
創
生
戦
略
を
定
め
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
た
よ
う
に
、
三

重
県
議
会
も
三
重
県
の
地
方
創
生
総
合
戦

略
計
画
を
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
、
地
方
創
生
を
議
会
の
議
決

責
任
で
あ
る
と
条
例
で
決
め
る
の
も
一
方

策
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
「
地
方
創
生
は
、

自
治
体
議
員
の
力
量
に
か
か
っ
て
い
る
」

の
で
あ
り
、「
地
方
議
会
の
力
量
が
試
さ

れ
て
い
る
」
（
注
②
）

の
で
あ
る
。

上
席
研
究
員
　
髙
沖
秀
宣

（
注
①
）
　
馬
渡
　
剛
（
茨
城
大
学
准
教
授
）『
月

刊
公
明
』
（
２
０
１
５
年
６
月
号
）
参

照
。

（
注
②
）
　
三
谷
哲
央
「
地
方
議
会
の
力
量

が
試
さ
れ
て
い
る
」
（
自
治
日
報
・

２
０
１
５
．
８
．
28
）
参
照
。

議
会
は
自
治
の
問
題
⑧


